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その一
いっ

生
しょう

の間
あいだ

に大
おお

きなものでは全
ぜん

長
ちょう

2メートル

ぐらいまでに育
そだ

って、海
かい

中
ちゅう

林
りん

と呼
よ

ばれる海
うみ

の森
もり

を

作
つく

ります。海
かい

中
ちゅう

林
りん

はウニやアワビといった海
かい

藻
そう

を

食
た

べる生
せい

物
ぶつ

の餌
えさ

場
ば

（ 2 ）として重
じゅう

要
よう

なだけで 

なく、陸
りく

上
じょう

の森
しん

林
りん

と同
おな

じように、光
こう

合
ごう

成
せい

をして 

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

したり、水
すい

中
ちゅう

の窒
ちっ

素
そ

やリンを

吸
きゅう

収
しゅう

して海
かい

水
すい

をきれいにする役
やく

割
わり

も持
も

っています。

大
おお

きく育
そだ

った藻
そう

体
たい

は、陸
りく

上
じょう

植
しょく

物
ぶつ

の根
ね

に似
に

た付
ふ

着
ちゃく

器
き

と呼
よ

ばれる部
ぶ

位
い

で岩
いわ

にしっかりとしがみつき、

強
つよ

い波
なみ

でもめったに流
なが

されることはありません。

2011年
ねん

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では、大
おお

きな津
つ

波
なみ

がア

ラメの海
かい

中
ちゅう

林
りん

を襲
おそ

いましたが、多
おお

くのアラメは流
なが

されることなく生
い

き延
の

びていました。

津
つ

波
なみ

にも負
ま

けない丈
じょう

夫
ぶ

な体
からだ

を持
も

つアラメ・カジメ 

類
るい

ですが、増
ふ

えすぎたウニによって食
たべ

べられる 

（ 3 ）などの理
り

由
ゆう

で海
かい

中
ちゅう

林
りん

がなくなってしま

う、「磯
いそ

焼
や

け」と呼
よ

ばれる問
もん

題
だい

が起
お

こっています。 

海
かい

中
ちゅう

林
りん

がなくなると、そこを餌
えさ

場
ば

とするウニの 

身
み

がやせたり、アワビが生
い

きていけなくなり、 

これらを獲
と

っている漁
ぎょ

業
ぎょう

者
しゃ

さんも困
こま

ってしまいます。

このような問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するために水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

では、県
けん

や大
だい

学
がく

などと協
きょう

力
りょく

して調
ちょう

査
さ

・研
けん

究
きゅう

を

行
おこ

なっています。

2　ウニやアワビの餌
えさ

場
ば

となる海
かい

中
ちゅう

林
りん

3　増
ふ

えすぎたウニに食
た

べられるアラメ

八
やつ

谷
や

 光
こう

介
すけ

村
むら

岡
おか

 大
だい

祐
すけ

アラメとカジメの見
み

分
わ

け方
かた

アラメとカジメはよく似
に

ていて、地
ち

方
ほう

によって 
はそれらの呼

よ

び名
な

が逆
ぎゃくてん

転していることがあり
ます。アラメとカジメの一

いち

番
ばん

大
おお

きな違
ちが

いは、
成
せい

体
たい

になったときに茎
くき

が二
ふた

つに分
わ

かれるか
どうかです。小

ちい

さいときはどちらも1枚
まい

の葉
は

のような形
かたち

ですが、成
せい

長
ちょう

するとアラメは茎
くき

の 
上
じょう

部
ぶ

が二
ふた

股
また

に分
わ

かれ、カジメは茎
くき

が分
わ

かれず 
中
ちゅう

央
おう

の平
たい

らなところから多
おお

くの葉
は

が作
つく

られ
ます。機

き

会
かい

があれば確
たし

かめてみてください。
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さかなやエビ、カニなどの水
すいさんどうぶつ

産動物や海
かいそう

藻の 
ことでわからないことがあったら、広

こう

報
ほう

課
か

まで
ハガキを送

おく

ってね。＜聞
き

きたいことの内
ないよう

容＞、 
＜学
がくねん

年＞、＜住
じゅうしょ

所＞、＜名
な

前
まえ

＞を忘
わす

れずに書
か

いてね。 
ふっくんが「なんでもコーナー」でお答

こた

えします。

水
すいさんちょう

産庁の主
しゅしょう

唱する魚
さかな

の国
くに

のしあわせプロジェクトに参
さん

加
か

しています。

アラメの海
かい

中
ちゅう

林
りん

寒天（かんてん）

「ところてん」と「寒
かん

天
てん

」
ところてんが寒

かん

天
てん

に変
へん

身
しん

？！

ところてんはテングサやオゴノリなどの海
かい

藻
そう

をゆでて、煮
に

溶
と

かした汁
しる

を冷
ひ

やし固
かた

めた 
食
た

べものです。四
し

角
かく

く固
かた

めたものを「天
てん

突
つ

き」と呼
よ

ばれる器
き

具
ぐ

を使
つか

って糸
いと

状
じょう

に切
き

ります。
醤
しょう

油
ゆ

や酢
す

、みりんを合
あ

わせた三
さん

杯
ばい

酢
ず

をかけて食
た

べるところ、黒
くろ

蜜
みつ

などをかけて食
た

べる 
ところなど地

ち

域
いき

によって食
た

べ方
かた

は違
ちが

います。

お菓
か

子
し

の材
ざいりょう

料などに使
つか

われる寒
かん

天
てん

は、ところてんを凍
こお

ら
せたり溶

と

かしたりを繰
く

り返
かえ

しながら乾
かん

燥
そう

させて作
つく

ります。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に旅
はた

籠
ご

（宿
やど

）の主
しゅ

人
じん

が余
あま

ったところてんを外
そと

に放
ほう

っておいたところ、昼
ひる

と夜
よる

の気
き

温
おん

差
さ

と乾
かん

燥
そう

により
乾
かん

物
ぶつ

状
じょう

になりました。それを料
りょう

理
り

して食
た

べると大
たい

変
へん

 
美
お

味
い

しかったので有
ゆう

名
めい

なお坊
ぼう

さんに試
し

食
しょく

してもらった
ところ、精

しょう

進
じん

料
りょう

理
り

の食
しょく

材
ざい

として気
き

に入
い

り、「寒
かん

ざらしの
ところ天

てん

」の意
い

味
み

で寒
かん

天
てん

と名
な

付
づ

けられたという話
はなし

があ
ります。

天
てん

突
つ

き

棒
ぼう

寒
かん

天
てん

ところてん

天
てん

突
つ

きを使
つか

うと
細
ほそ

長
なが

い糸
いと

状
じょう

になって
出
で

てくるよ。

三
さん

杯
ばい

酢
ず

を合
あ

わせて
さっぱりと、黒

くろ

蜜
みつ

を
かけて和

わ

菓
が

子
し

のようにも
楽
たの

しめるよ。

寒
かん

天
てん

はお湯
ゆ

で戻
もど

して
ゼリーのようなデザートや、

だしと具
ぐ

材
ざい

を固
かた

める寒
かん

天
てん

寄
よ

せ
などのおかずとしても

活
かつ

躍
やく

するよ。


